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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜性。notch 1(NOTCH1) ホモ・サピエンス この遺伝子はNOTCHファミリータンパク質のメンバーをコードします。このI型膜貫通タンパク質ファミリーのメンバーは、複数の上皮成長因子様（EGF）リピートからなる細胞外ドメインと、複数の異なるドメインタイプからなる細胞内ドメインを含む構造的特徴を共有しています。Notchシグナル伝達は、進化的に保存された細胞間シグナル伝達経路であり、Notchファミリー受容体が対応するリガンドに結合することで、物理的に隣接する細胞間の相互作用を制御します。コードされているプレプロタンパク質は、トランスゴルジネットワークでタンパク質分解処理され、2つのポリペプチド鎖が生成されます。これらのポリペプチド鎖はヘテロ二量体を形成し、成熟した細胞表面受容体を形成します。この受容体は、多くの細胞および組織の発生に関与しています。この遺伝子の変異は、大動脈弁疾患、アダムス・オリバー症候群、T細胞急性リンパ芽球性白血病、慢性リンパ性白血病と関連しています。
	研究分野
	-
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	HEK293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。Notch1ウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

